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13 ページ 

参考資料１ 薬事承認を受けている各 TMS 治療器に特異的な適正使用基準 

 

使用方法： 

うつ病患者の左背外側前頭前野に 120% 運動閾値（安静時）、10Hz、3,000 パルスの刺激を

1 日に 1 セッション行い、週 5 セッションを目安に 15 セッション（3 週間）から 30 セッシ

ョン（6 週間）行う初回の治療を行った日から起算して 8 週を限度として、計 30 セッショ

ン行う。安静時運動閾値の測定は目視下に筋収縮を確認する形で行われる。使用方法の詳細

は添付文書を参照すること。 

 

 


